






〔はじめに〕 

近年の産科領域における医療用電子機器の発達は,胎児から得られる情報の質を向上させ,

胎児・新生児の Mortality と Morbility を著しく改善した。 

しかし,これはあくまでも死亡率あるいはApgar scoreなどを指標とした比較的短い期間内

での予後を目標としての事であって,より長期的予後を規程に入れての検討は十分である

とは言えない。 


